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小樽南ロータリークラブ会報
１９６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
２０２４年５月１７日金発行
通巻第３０５１号��
５月１７日
●通常例会

５月２４日
●通常例会

５月３１日
●通常例会
●小樽商科大学　片桐副学長卓話

今

週　

来
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2023 - 2024 年度ＲＩ第２５１０地区目標
1.クラブの戦略計画を打ち立て、会員増強を実現しよう
2.ポリオデーに参加しよう
3.地域に根ざした青年奉仕を充実させよう
4.オンリーワンチャレンジを見つけよう

重点項目
女性会員比率１０％達成
ローターアクトの推進
心の健康（メンタルヘルス）づくりを目指す

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙ
２５１０地区ホームページ
ＩＣＴ委員会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
各委員会へのメール

■見延会員　戦争体験卓話

●例会場：オーセントホテル小樽　●例会日：毎週金曜日12時 30分
●事務局：〒047‐0032小樽市稲穂2‐15‐1（オーセントホテル内）TEL.0134‐27‐8123
●Club Homepage：URL https://rid2510.org/otarushouth/

■ロータリーソング【我らの生業】
■ゲストビジター紹介
国際ロータリー第２５１０地区第６グループガバナー補佐
佐藤　慶一様
小樽ロータリークラブ　米山　幸宏様
国際ロータリー第２５１０地区ＲＹＬＡ委員会委員長
斎藤　朋博様
■会長挨拶【三栖会長】

　皆さん、こんばんは。本日は佐藤ガ
バナー補佐様、米山事務局長様の当ク
ラブ最後のご訪問ということで、明か
りが見えてきたかのようです。本日一
日、よろしくお願いいたします。また、
地区ＲＹＬＡ委員会の斎藤さんにもお
越しいただきました。私もＲＹＬＡ委
員会にあまり馴染みがないため、少し
勉強を兼ねて参加させていただきま

す。本日はどうぞよろしくお願いいたします。
　本日は夜間例会で、通常例会を行います。前回の宏楽園
での内容と同様に、通常例会の後に親睦を深めるための懇
親会を予定しています。前回は卓話の前にお酒を始めまし
たが、今回は見延さんに戦争体験についてお話しいただく
ことになっております。見延さんのお話が終わった後に乾
杯となりますので、皆様その点をご了承の上、喉を乾かし
た状態でお待ちいただければと思います。それでは、今晩
もよろしくお願いいたします。

■幹事報告
①例会変更の案内はございません
②先日会員の皆様にメール等でお送りしましたが、５月３
１日（金）～６月２日（日）にかけて、天狗山おこばち山
荘にて、ＲＹＬＡセミナーｉｎおたるが開催されます。
後ほど、地区ＲＹＬＡ委員長様よりお話しがありますの
でよろしくお願いいたします。なお、参加される方は、
申込用紙に記入の上、５月１４日（火）までに幹事まで
お願いいたします。

再
来
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■ガバナー補佐　佐藤　慶一様挨拶
　初めに、先月のＩＭにおきましては、
多くの皆様にご参加いただき、誠にあり
がとうございました。お陰様で、久しぶ
りとなる通常の形でのＩＭを盛大に終え
ることができました。この場をお借りし、
改めて厚く御礼を申し上げます。今回の
ＩＭフォーラムでは、山谷幹事をはじめ
とする皆様に、各クラブの実情や具体的

な活動内容についてお話いただきました。同じグループに
所属していながら、なかなか接点がないため、他のクラブ
のことを知り、さらに交流を深める機会になることができ
れば、それこそＩＭの基本理念でもあるため、そういった
場になると考えています。
　今年度から私がガバナー補佐という役職をいただき、さ
まざまな経験をさせていただきました。そして、私自身ロー
タリアンとしても大変成長することができました。このよ
うな貴重な機会をいただき、そして皆様から温かいご支援、
ご協力をいただきましたことに心から感謝申し上げます。
残りもあと２か月半となり、気の緩みがちな部分もありま
すが、最後までしっかりと役目を果たしてまいりたいと思っ
ております。どうぞよろしくお願いいたします。
　また、今年度の貴クラブはガバナー排出年度ということ
で、皆様本当にお疲れ様でした。あともう少しですので、
引き続き頑張っていただきたいと思います。
　さらに、新会員の宿泊研修会本当にお疲れ様でした。
私も参加させていただき、大変ディープな時間を楽しま
せていただきました。ここで改めてお礼申し上げます。
なお、今月末におこばち山荘にて開催予定のＲＹＬＡに
ついてですが、今回は小樽クラブがホストクラブとなり
ますので、皆様にご参加、ご協力をお願いいたします。
また、６月８日には、第６グループ最後の会長幹事会が
予定されておりますので、現在の会長および次年度の会
長・幹事の皆様は、今からご予定に入れていただきます
ようよろしくお願いします。
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　戦時中の思い出として、軍需産業
や食料生産に学生を動員する学徒動
員がありました。私はその中で援農
といって、仁木村に配属されリンゴ
の袋掛けなどの農作業をしていまし
た。朝から晩までリンゴに袋をかけ、
みんなで競争しながら無邪気に働い
たものです。しかし、その時は食糧
事情も悪く、白い飯が食べられませ

んでしたが、ここは農家であり、白米のご飯を腹一杯食
べられたことは大変な魅力でした。
　これは「最後の学徒」という本です。当時、小樽市の
馬屋町（今の手宮１丁目から３丁目あたり）に住んでい
た田口さんが２１歳で徴兵され、石垣島の守備隊に配属
されました。その時に捕虜となった米軍を処刑したこと
が後にＢＣ級戦犯として軍事裁判にかけられ、最後の死
刑囚として処刑された方の話です。私は田口さんのこと
は知りませんでしたが、弟の守さんと友達が私が勤めて
いた北海道通運で働いていたため、お兄さんがこういう
運命をたどったことをこの本を読んで知りました。人間
の運命の儚さを身近な人を通して感じました。
　その後、私は妻と一緒に石垣島へ行き、本を見ながら、
ここら辺で飛行機が飛んできて、どこで処刑したのかなど
を推測し、慰霊碑にお参りもしてきました。戦争の悲惨さ、
虚しさ、とにかく命のやり取りですから、殺すか殺される
かです。いったん失った命は戻らないのでやり直しはきき
ません。私は田口さんの本を読んでそう思いました。
　こうしたさまざまな経験を通して、私は日本が戦後約
８０年間戦争を受けずに平和であることのありがたさを
感じています。最近の国際情勢を考えると、今の平和憲
法の下でいつまで平和を維持できるのか心配です。日本
の憲法は「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、
戦争はしない、国家が陸海空軍の戦力は持たないし、国
の交戦権も認めない」（要約）となっていますが、周囲の
国際環境がどうなっているのか。その中で日本の将来に
ついて、皆さんにぜひ考えてほしいと思います。
■ガバナー動向
２０２４年５月１１日札幌真駒内ＲＣ創立５０周年記念
式典へ参加しました。

ガバナー5月行動予定
１１日　真駒内ＲＣ　５０周年例会
１７日　日台親善会議　　札幌
１８日　岩見沢ＲＣ  ７０周年例会
１９日　ＲＬＩ研修会　卒業コース
２０日　札幌北ＲＣ　創立５３周年例会　
２４日～２９日　国際会議　シンガポール

■ＲＹＬＡ委員会委員長　斎藤　朋博様
　私は２５１０地区でＲＹＬＡ委員長
を仰せつかって２年目になります斎藤
と申します。ＲＹＬＡというのは、各地
域から若者を募り、ロータリアンの推
薦のもと、今後各地域でリーダーとな
ることが期待される若者を集めるプロ
グラムです。この若者たちを２泊３日
お預かりし、大自然の中、今回は小樽

のおこばち山荘で非日常の時間を体験してもらいます。
そこで、様々な出会いや、５人から６人を１グループと
したグループワークを行います。　また、西條産業さん
のご支援をいただき、ヨットを出していただくことにな
りました。ロープワークをしたり、セーリングをしたり
しながら、若者が非日常の体験を通して、自分の中に眠
るリーダーシップに気づく時間を過ごしてもらいます。
そして、その地域へ帰った時に、彼らがリーダーとなる
ことを期待してＲＹＬＡセミナーを行っています。
　一人でも多くの若者に参加して頂きたいと考えていま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
例会プログラム
■見延会員　戦争体験卓話

　私は１９３２年（昭和７年）生まれで、戦争が始まった
年は小学校３年生でした。その４年後に終戦しましたが、
当時私は小樽中学校に入学し、４月から８月までは戦時中
でした。写真は当時の私ですが、国民帽という帽子をかぶ

り、戦闘服を着て半年間通っていまし
た。当時は配属将校といって、陸軍の
少尉が各学校に配置され、軍事教練教
育を行っていました。運動場に生徒が
集まり「気をつけ」で整列すると、教
官が私の前にまっすぐ来て、表紙が固
い出席簿で私の頭を叩きました。何で
叩かれたのかわからずポカンとしてい
ると、「不動の姿勢は」と言われました。

不動の姿勢とは教練基本の姿勢であり、手をしっかりズボ
ンの先まで伸ばして立っていなければなりませんでした。
ところが、私は手を握っていたため、教官は私の頭を叩い
たのです。今では典型的なパワハラですが。


